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この度は弊社製品をお買い上げいただき、 
誠にありがとうございました。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みの上 
正しくご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。 
なお、この説明書はお手元に保管し必要に応じてご覧ください。 

※ お買い求めの際の金属バンドの調整はお買い上げ店・弊社お客様相談窓口（巻末
に記載）にて承っておりますが、その他のお店では有料もしくはお取扱いいただけない
場合があります。 



警告 

乳幼児の手の届くところに時計本体や部品を置かないでください 
 警  告 

次のような場合、ご使用を中止してください 
○ 時計本体やバンドが腐食等により鋭利になった場合 
○ バンドのピンが飛び出してきた場合 

警  告 

※ すぐに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口（巻末に記載）にご相談ください 

取扱いを誤った場合に、重傷を負うなどの重大な 
結果になる危険性が想定されることを示します。 

部品を乳幼児が飲み込んでしまうおそれがあります。  
万一飲み込んだ場合は、身体に害があるため、 
ただちに医師とご相談ください。 
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注意 

以下の場所での携帯・保管は避けてください 

○ 揮発性の薬品が発散しているところ（除光液などの化粧品・防虫剤・シンナーなど） 
○ 5℃～35℃から外れる温度に長期間なるところ　○ 高湿度なところ 
○ 磁気や静電気の影響があるところ　○ ホコリの多いところ 
○ 強い振動のあるところ 

注  意 

その他のご注意 
○ 注  意 

アレルギーやかぶれを起こした場合 
ただちに時計の使用をやめ、皮膚科など専門医に相談してください。 注  意 

取扱いを誤った場合に、軽傷を負う危険性や物質的 
損害をこうむることが想定されることを示します。 

提げ時計やペンダント時計のひもや 
チェーンが衣類や手・首などを傷つける
おそれがありますのでご注意ください。 

 
○ 

○ 商品の分解・改造はしないでください。 

乳幼児に時計が触れないように
ご注意ください。ケガやアレルギー
をひき起こすおそれがあります。 
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製品の特長 
一般のクオーツ式の腕時計はボタン型電池で動きますが、KINETICは”時計を振る”こ
とによって内蔵された発電機を回し、発電した電気を蓄えて時計を動かすという
SEIKO独自の機構を持ったクオーツ時計です。 
また、以下の付加機能を備えています。 

パワーセーブ機能と自動時刻復帰機能 
　貯えた電気エネルギーを有効的に使うため、時計を外
して24時間後にパワーセーブ状態になり、運針を停止し
ます。次に使用される際に、時計を数回振るだけで正し
い時刻で動きはじめます。 
※自動時刻復帰機能がはたらいて表示された時刻は時
計の精度（±15秒/月）の範囲でずれている場合があ
ります。 
※フル充電状態でパワーセーブになった場合、最長
4年後までの時刻復帰が可能です。 

※フル充電の状態から、パワーセーブが作動しないで
動き続けた場合の計算上の持続時間は約6ヶ月です。 

（毎日少しだけ回転錘を動かされるが、ほとんど充電できない場合に起こり得ます。） 
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パーペチュアルカレンダー機能 
・うるう年を含めた大の月、小の月を判別し、自動的に月末の修正をします。 
（ただし100年に一度ある4年に一度のうるう年の無い年（西暦2100年等）の2月末は日付の
修正が必要です。） 
※カレンダーの切替えに要する時間は、約2秒ですが、気温の低いときや充電量の少ないとき
は2分程度かかる場合があります。 
 
・パワーセーブ中でもカレンダーは毎日送ります。 
・充電量が少ないために止まってしまっても、手動で容易にカレンダーを合わせることができます。 

ご注意 
・あなたの腕の動きを電気に変換して貯える方式です。静止した状態では充電されません。 
・目安として１日１０時間以上の携帯をおすすめします。 

■各部の名称とはたらき 

時針 

※モデルによって年・月・24時の表示方法が異なる場合があります。

月表示 

分針 

りゅうず 

2段目： 
時刻修正 

1段目：カレンダー修正 

右回転（上方向） 
左回転（下方向） 

秒針 

年表示板 

ビッグカレンダー 

24時表示 
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■ご使用の前にお読みください（各機能についての説明） 

●パワーセーブ機能とは 

・この時計は、内部の発電機で作られた電気エネルギーを蓄え、時計を動かしています。一定
期間以上ご使用にならない場合、一時的に針を止め電気エネルギーの消費を最小限に抑える
機能を備えています。 

　これを「パワーセーブ機能」といいます。この場合でも、回路内部では時刻を刻み続けています。 
・このパワーセーブ状態で時計を数回振ると、回路内部で刻み続けている時刻をすばやく表示
します。これを「自動時刻復帰機能」といいます。 

　※パワーセーブ中にりゅうずを2段目に引き出すと、パワーセーブがキャンセルされ、刻み続けている
　時刻もリセットされますのでご注意ください。
　※りゅうずを2段目に引き出している間は、パワーセーブ中よりも大きなエネルギーを消耗します。
　　この状態での放置はお避けください。

＜パワーセーブ機能について＞
・時計が静止した状態が約24時間（約1日）続くと、自動的にパワーセーブ機能がはたらきます。 
　※秒針が2秒運針している場合は、パワーセーブ機能ははたらきません。
・パワーセーブがはたらくと、時・分・秒針と24時針が止まります。
　※パワーセーブ中でもカレンダーは毎日送ります。
　※パワーセーブ状態で放置してカレンダーを送らなくなった場合は、充電量が少なくなっています。
　　携帯する前に必ず充電をして2秒運針を解除して、時刻・カレンダーを合わせてください。
　※秒針が2目盛ずつ運針する「2秒運針」で復帰した場合は、電気エネルギーがほぼ無くなっている状態
　です。（→「■2秒運針になったら」P18を参照ください）
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●自動時刻復帰機能について 

・パワーセーブ中、時計は針を止めていますが、回路内部で時刻を刻み続けています。一定の
発電が行われると刻み続けている時刻を表示します。 

・自動時刻復帰機能がはたらく期間は、貯えられた電気エネルギーの量により異なります。フ
ル充電の状態でパワーセーブ状態になった場合、最長約4年間可能です。 

　※パワーセーブ中に、貯えられた電気エネルギーが無くなってしまうと、時計を振っても自動時刻復帰
　機能がはたらかなくなります。この場合は、自動時刻復帰機能がはたらかず2秒運針で動き始めます。 
　（→「●パワーセーブ状態から復帰させるには」P11または「■2秒運針になったら」P18を参照くださ
い） 
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■パワーセーブ状態から復帰させるには 
・パワーセーブ状態で静止している時計を復帰させるには、手振りによる充電が必要です。 
　※以下の操作の前に、りゅうずを2段目に引出さないでください。自動時刻復帰機能がキャンセルされます。 
　時計を右図のように矢印の方向に振ってください。 
・約20cm位の距離を、1秒間に2往復のリズムで4～6回振ってください。 
　※強く振る必要はありません。※発電機を回す音が聞こえますが異常ではありません。 

この時、下記の項目についてご注意ください。 
・ご購入後初めてご使用になる場合、工場出荷時に合わせてある時刻とお使いになる地域との時差がある場合があり
ますので、その際は時刻とカレンダーを合わせ直してください。 

・パワーセーブ中に回路内部で時刻を刻む精度は一般のクオーツと同じ（±15秒/月）です。自動時刻復帰機能がは
たらいて表示された時刻は、時計の精度（±15秒/月）の範囲でずれる場合があります。 

　必要に応じて時刻を合わせ直してください。 
・秒針が2目盛ずつ運針する「2秒運針」で復帰した場合は、電気エネルギーがほぼ無くなっている状態です。 
 （→「2秒運針になったら」P18を参照ください） 

時・分・24時表示が早送りされた後、秒針が早送りされます。 
以後は通常運針になります。 

最初に時・分・24時表示だけが早送りされ 
回路が記憶している時刻を示します。 
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■りゅうずについて 

りゅうずをご確認ください 

時刻・ 
カレンダーの 
合わせかたへ 

回る 

回らない 

りゅうずを 
右に回して 
みてください。 

りゅうずを左に回してゆるめてください。 
時計を操作する場合 

ゆるめる 

締める 

「ねじロック式 りゅうず」※です 

※ りゅうずが誤って引き出される事を防止するため、時計本体にねじ止めできるりゅうずです。 
　  ○ 時計の操作後は必ずりゅうずを押し付けながら右に回して元通りに締めてください。 
　  ○ りゅうずを締める時、回しにくい場合は元に戻してからやり直してください。 
　  ○ 無理に締めますとねじを壊す恐れがあります。 
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●時刻の合わせかた 

①りゅうずを2段目まで引き出すと秒針が止まります。 
　※ねじロックりゅうずの場合は、ねじロックを解除後に操作してください。 
　※秒針まで正確に合わせたい場合は、秒針が12時（0秒）位置にきたときに、りゅうずを2段目

まで引き出してください。 

■時刻・カレンダーの合わせかた 

2段目 

・ご購入後初めてご使用になる場合、工場出荷時に合わせてある時刻とお使いになる地域との
時差がある場合がありますので、その際は時刻とカレンダーを合わせ直してください。 
・充電量が減り、時計が止まっている場合は、２秒運針が解除されるまで、充電を行い、「時刻」
「カレンダー」を合わせてください。（→「２秒運針になったら」Ｐ18を参照ください。） 
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②りゅうずを回して時刻を合わせてください。 
　※24時表示の位置を見て、午前または午後を間違えないように合わせてください。 
　※この時、正確に合わせるために分針を正しい時刻より4～5分進めてから針を戻してください。 
③りゅうずを0段目にもどすと運針を開始します。 
　※秒針を正確に合わせたい場合、時報と同時にりゅうずを0段目に押し込などしてください。 

 

ご注意 
・時刻合わせ、またはカレンダー合わせをする場合、23：00～1：00の間で行うことは、
さけてください。 
※上記の時間帯で時刻または、カレンダー修正を行った場合に、日付が１日ずれた場合には、
この時間帯をさけて再度修正をしてください。 
・通常の運針状態では、23：30～0：30の間に、日付が切替ります。 
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●カレンダーの合わせかた 

・カレンダーは、日、月、年が連動して動きます。 
　カレンダーを合わせる場合は日付を送って合わせたい月、年を選択してください。 
　※カレンダーは、りゅうずを1段目にして上下どちらの方向に回しても合わせることができます。 
〈月、年の合わせかたについて〉 
日付を送り、「1日」に切替ると同時に月表示が一目盛動き月が1ヶ月分修正されま
す。更に日付を送り、月が12月から1月に切替ると同時に年表示が動き、1年分修
正されます。 

ご注意 
・カレンダーをもどす方向で修正する場合は、一旦、合わせたい日付の1～2日前にし、合
わせたい日付にしてください。 
※もどす方向で合わせた場合、表示位置が若干ずれる場合がありますので、上記修正方法を
お勧めいたします。ずれた状態になっても、翌日には通常位置になります。 
※カレンダーを戻す方向で12月の月日に修正する場合は、年表示が若干ずれる場合がありま
す。その場合は、11月まで戻してから月日を合わせ直してください。 

①年→月→日の順で合わせていきます。りゅうずを1段目まで引き出してください。 
　※ねじロックりゅうずの場合は、ねじロックを解除後に、操作してください。 

②りゅうずを回して「年」を合わせます。 
　※日付→月表示→年表示の順で動きます。 
　※りゅうずを上下どちらの方向に回転させても、カレンダー合わせができます。 
　※年表示はうるう年からの年数を表示しますので、合わせたい「年」がうるう年（L.Y.）また

は、うるう年から+1、+2、+3年かを確認し合わせてください。 

りゅうず1段目 りゅうず1段目 

ディスク表示式 針表示式 

（うるう年） 

L.Y.
（うるう年の1年後） 

+1

（うるう年の2年後） 

+2

（うるう年の3年後） 

+3
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年表示板 
うるう年から 

西暦 

※年表示は、モデルによって表示方法が異なる場合がありますのでご注意ください。 

L.Y. 
うるう年 
2008年 
2012年 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

2088年 
2092年 
2096年 

+1 
うるう年の1年後 
2009年 
2013年 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

2089年 
2093年 
2097年 

+2 
うるう年の2年後 
2010年 
2014年 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

2090年 
2094年 
2098年 

+3 
うるう年の3年後 
2011年 
2015年 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

2091年 
2095年 
2099年 

③りゅうずを回して年表示を合わせたい「年」に切替えた後、
ひきつづき、りゅうずを回して「月」を合わせます。 

④りゅうずを回して月表示を合わせたい「月」に切替えた後、
ひきつづきりゅうずを回して「日」を合わせます。 

⑤年→月→日の順に合わせ終わったら、りゅうずを0段目に押し込んでください。 

1月 
2月 

3月 

4月 
5月 

12月 月表示 11月 
10月 

9月 

8月 
7月 6月 

例：月表示針位置 
（6月の場合） 例：26日の場合の日付表示 
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■2秒運針になったら（秒針が一度に2目盛ずつ運針する状態＝エネルギー切れ予告） 
・携帯中または外してある時計が2秒運針になると、12時間以内に時計が止まる可能性があります。 
・パワーセーブ状態から時計を復帰させた際、2秒運針で動きはじめた場合は、ほと
んど電気エネルギーが無くなっている可能性があります。 

・以下の「●充電のしかた」に従い、充電した後、時刻・カレンダー合わせをしてください。 

 

●充電のしかた 

①時計を下図のように矢印の方向に振ってください。 
　1秒間に2往復のリズムで振ってください。 
　この方法で充電すると、2秒運針から通常の1秒運針になります。 
　振り終わっても秒針が2秒運針のままの場合は、1秒運針になるまで
さらに振り続けてください。 

　※1秒間に2往復の早さで、約20cm位の距離を往復させるように振っていただくと、最
も効率的です。 

　※極端に早く激しく振っても効率の良い充電はできません。 
　※長期間放置される等で二次電池に蓄えてあったエネルギーがゼロになった場合は約450回程

度振らないと通常の運針状態に戻りません。 
②さらに振り続けて1日分程度の充電をしてから携帯することをお勧めします。 
　目安として約200回（往復）の手振りで、1日分の充電量を追加できるとお考えください。 
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■充電量のめやす 
・1日の携帯（約12時間）で、約1．5日分の追加充電が可能とお考えください。 
　※一般的には、1日12時間の携帯を1週間続けると、時計を約10日間動かすエネルギーが追加充電されま
す。これは、パワーセーブ状態になった場合の約1.5ヶ月分のエネルギーに相当します。 

■使用電源について 
・この時計には、一般の電池と異なる専用の二次電池を使用しており、一般の酸化
銀電池のように定期的な交換をする必要はありません。ただし、二次電池は長い
期間充放電を繰り返すことにより、持続時間がわずかながら短くなる場合があり
ます。（ご使用状態や保管場所の環境などによって異なります。） 

・この二次電池は環境に対して影響の少ないクリーンなものです。 

警告　 
破裂、発熱、発火などの恐れがありますので、一般の酸化銀電池は絶対に組み込まないよう
に、ご注意ください。 
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■製品の仕様 
1. 水晶振動数・・・・・・・・・・・・・ 
2. 精度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
3. 作動温度範囲・・・・・・・・・・・・ 
4. 駆動方式・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
5. 使用電源・・・・・・・・・・・・・・・ 
6. 持続時間・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
7. その他の機能・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
8. 電子回路・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
9. 発電システム・・・・・・・・・・・・ 

32，768Hz 
平均月差±15秒以内（ただし、気温5℃～35℃において腕につけた場合） 
－10℃～＋60℃ 
ステップモーター式：2個 
　時分針用は毎5秒運針 
　秒針用は毎秒運針 
圧電モーター（カレンダー用）：1個 
二次電池 
時刻復帰可能期間：約4年（ただしフル充電の場合） 
※フル充電から約6ヶ月（パワーセーブが作動しないで駆動し続けた場合） 
2秒運針から止まりまで：約12時間 
パワーセーブ機能 
パーぺチュアルカレンダー 
エネルギー切れ予告機能 
過充電防止機能 
発振・分周・駆動・充電制御・オートリレー制御回路 
・カレンダー制御回路：（C-MOS-IC：3個） 
小型交流発電機 

※仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 

ご注意いただきたいこと  
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分解掃除による点検調整（オーバーホール）について 

アフターサービスについて 

○ この時計の修理用部品の保有期間は通常7年間を基準としています。 
○ 修理の際、一部代替部品を使用させていただくことがありますのでご了承ください。 

修理用部品について 

長くご愛用いただくために、3～4年に一度程度の分解掃除による点検調整（オーバー
ホール）をおすすめします。ご使用状況によっては、機械の保油状態が損なわれたり、油
の汚れなどによって部品が磨耗し、止まりにいたることがあります。また、パッキン等の部
品の劣化が進み、汗や水分の浸入などで防水性能が損なわれる場合があります。分解
掃除による点検調整（オーバーホール）を、お買い上げ店にご指定ください。部品交換
のときは、「純正部品」とご指定ください。分解掃除による点検調整（オーバーホール）
の際には、パッキンやバネ棒の交換もあわせてご依頼ください。 
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○ 修理やオーバーホールの際は、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口にご相談ください。 

○ 保証期間内の場合は必ず保証書を添えてください。 

○ 保証内容は保証書に記載したとおりです。 よくお読みいただき大切に保管してください。 

保証と修理について 
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保証について 

取扱説明書にそった正常な使用により、お買い上げ後1年以内に 
不具合が生じた場合には、下記の保証規定によって無料で修理・調整いたします。 

保証の対象部分 

保証の適用除外（保証期間内あるいは保証対象部分であっても、次のような場合には有料になります） 

○ 時計本体（ムーブメント・ケース）及び金属バンドです。 

○ 皮革・ウレタン・布等のバンドの交換 

○ 事故または不適切な取扱いによって生じた故障および損傷 

○ ご使用中に生じるキズ・汚れ等 

○ 火災・水害・地震等の天災地変による故障及び損傷 

○ 保証書記載項目の全てが記入された保証書のみが有効です。 
　 故意に字句を書き換えた場合は規定の無償修理は受けられません。 
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保証は、保証書に明示した期間・条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。 
これによりお客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証書は日本国内のみ有効です。 

保証を受ける手続き 

その他 

○ 保証対象の不具合が生じた場合は、時計と別紙保証書をご持参の上、 
　 お買い上げ店にご依頼ください。  
○ お買い上げ店の保証が受けられない場合には、「セイコーウオッチ株式会社 
　 お客様相談窓口」に保証書を添えてご依頼ください。 

○ 修理のとき、ムーブメントを交換させていただいたり、ケース・文字板・針・ガラス・ 
　 バンドなどに、一部代替部品を使用させていただくこともありますので、ご了承ください。 
　 ご使用部品の保有期間は本取扱説明書（P.22）をご参照ください。  
○ 金属バンド等の調整は、お買い上げ店または弊社お客様相談窓口に 
　 ご依頼ください。上記以外の販売店での調整は有料になります。 
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お手入れについて 

日頃からこまめにお手入れしてください 

○ りゅうずの錆び付きを防止するために、時 り々ゅうずを回してください。 
○ ねじロック式りゅうずの場合も同様です。 （りゅうずを引く必要はありません） 

りゅうずは時々回してください 

○ 水分や汗、汚れはこまめに柔らかい布で拭き取るように心掛けてください。 
○ すきま（金属バンド、りゅうず周り、裏ぶた周りなど）の汚れは柔らかい歯ブラシが有効です。  
○ 海水に浸けた後は、必ずためた真水でよく洗ってから拭き取ってください。 
　その際、直接蛇口から水をかけることは避け、容器に水をためるなどしてから洗ってください。 
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WATER RESISTANT 10BAR

7N01-0B40 R2 AG W

ATER RESISTANT 10BAR

7N01-0B40 AG
R2

耐磁性能 

「耐磁性能に 
ついて」を参照 

型式番号 

お客様の時計の 
種類を示す番号 

防水性能 
 

型式番号 

お客様の時計の 
種類を示す番号 

耐磁性能 
 

型式番号 
 

時計の裏ぶたでも性能と型式の確認ができます 

※上記の図は例であり、お買上げいただいた時計とは異なります。 
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防水性能について 

 お買い上げいただいた時計の防水性能を 
下記の表でご確認の上ご使用ください。 

（「P.27」をご覧ください） 

裏ぶた表示 防水性能 

表示なし 非防水です。 

WATER RESISTANT 日常生活用防水です。 

WATER RESISTANT 5 BAR 日常生活用強化防水で5気圧防水です。 

WATER RESISTANT 10 (20) BAR 日常生活用強化防水で10（20）気圧防水です。 
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お取扱方法 

警告 水泳には使用しないで下さい。 

水滴がかかったり、汗を多くかく場合には、使用しないで下さい。 

日常生活での「水がかかる」程度 
の環境であれば使用できます。 

水泳などのスポーツに使用できます。 

空気ボンベを使用しないスキンダイビングに使用できます。 
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警告 

注意 

この時計はスキューバダイビングや飽和潜水には 
絶対に使用しないで下さい 
 

水分のついたまま、りゅうずやボタンを 
操作しないで下さい 

時計内部に水分が入ることがあります。

BAR（気圧）表示防水時計はスキューバダイビングや飽和潜水用
の時計に必要とされる苛酷な環境を想定した様々な厳しい検査を
行っていません。 専用のダイバーズウオッチをご使用下さい。

※ 万一、ガラス内面にくもりや水滴が発生し、長時間消えない場合は防水不良です。 
　 お早めに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口（巻末に記載）にご相談ください。 
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注意 

直接蛇口から水をかけることは避けてください 

水道水は非常に水圧が高く、日常生活用強化防水の
時計でも防水不良になる恐れがあります。

水や汗、汚れが付着したままにしておくのは避けて下さい 

防水時計でもガラスの接着面・パッキンの劣化や、
ステンレスが錆びることにより、防水不良になる恐れがあります。

入浴やサウナの際はご使用を避けてください 

蒸気や石けん、温泉の成分などが防水性能の劣化を早めてしまうからです。
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耐磁性能について（磁気の影響） 

アナログクオーツ時計は、身近にある磁気の影響を受け、 
時刻が狂ったり止まったりします。 

※磁気により時刻が狂っても、遠ざければ正常に動きます。 時刻を合わせ直してお使いください。 

 
裏ぶた表示 お取扱方法 

表示なし 磁気製品より10cm以上遠ざける必要があります。 

磁気製品より5cm以上遠ざける必要があります。 
（JIS水準1種） 

磁気製品より1cm以上遠ざける必要があります。 
（JIS水準2種） 
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携帯電話（スピーカー部） 

バッグ（磁石の止め金） 

交流電気かみそり 

携帯ラジオ （スピーカー部） 

電磁調理器 

磁気健康バンド 

磁気ネックレス 

磁気健康マット 

磁気健康枕 

など 

アナログクオーツ時計が 
磁気の影響を受ける理由 

内蔵されているモーターは磁石を使用しており、 
外からの強い磁力で互いに影響し合い、 
モーターを止めたり、無理に回転させてしまうためです。 

時計に影響を及ぼす身の周りの磁気製品例 
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・金属バンド 

・皮革バンド 

バンドについて 

・ ステンレスバンドも水や汗・汚れをそのままにしておくと、さびやすくなります。 
・ 手入れが悪いと、かぶれやワイシャツのそで口が黄色や金色に汚れる原因になります。 
・ 水や汗・汚れは、早めに柔らかな布でふき取ってください。 
・ バンドのすき間の汚れは、水で洗い、柔らかな歯ブラシなどで取り除いてください。 
　（時計本体は水にぬれないように、台所用ラップなどで保護しておきましょう。） 
・チタンバンドでもピン類に強度に優れたステンレスが使用されているものがあり、ステンレスからさびが
　発生することがあります。 
・ さびが進行すると、ピンの飛び出しや抜けが発生し、時計を脱落させてしまうことがあります。また、逆に
　中留が外れなくなることがあります。 
・ 万一ピンが飛び出している場合は、怪我をする恐れがありますので直ちに使用をやめて修理をご依頼く
　ださい。 
 
 
・ 水や汗、直射日光には弱く、色落ちや劣化の原因になります。 
  

バンドは直接肌に触れ、汗やほこりで汚れます。そのため、手入れが悪いとバンド
が早く傷んだり、肌のかぶれ・そで口の汚れなどの原因になります。長くお使いに
なるためには、こまめなお手入れが必要です。 

かぶれやアレルギー 
について 

バンドによるかぶれは、金属や皮革が原因となるアレルギー反応や、 
汚れもしくはバンドとのすれなど不快感が原因となる場合など、 
いろいろな発生原因があります。 

バンドサイズの 
目安について 

バンドは多少余裕をもたせ通気性をよくしてご使用ください。 
時計をつけた状態で、指一本入る程度が適当です。 

・ポリウレタンバンド 

・ 水がかかったときや汗をかいた後は、すぐに乾いた布などで、吸い取るように軽くふいてください。 
・ 直接日光にあたる場所には放置しないでください。 
・ 色の薄いバンドは、汚れが目立ちやすいので、ご使用の際はご注意ください。 
・ 時計本体が日常生活用強化防水（10気圧防水）になっているものでも、アクアフリーバンド 
　以外の皮革バンドは、入浴中や水泳・水仕事などでのご使用はお控えください。 
 
 
・ 光で色があせたり、溶剤や空気中の湿気などにより劣化する性質があります。 
・ 特に半透明や白色・淡い色のバンドは、他の色を吸着しやすく、また変色をおこします。 
・ 汚れたら水で洗い、乾いた布でよくふき取ってください。 
　（時計本体は水にぬれないように、台所用ラップなどで保護しておきましょう。） 
・ 弾力性がなくなり、ひび割れを生じたら取り替え時期です。 
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特殊な中留の使い方について 

皮革バンド、および、メタルバンドの一部に 
特殊な中留を用いたものがございます。 

お買い上げの時計の中留が下記のいずれかに当てはまる場合は、 
各々の操作方法をご覧ください。 

A三つ折れ中留（皮革バンド専用） Bワンプッシュ三つ折れ中留（皮革バンド、メタルバンド） 

Cレザーバンド用三つ折れ中留（皮革バンド専用） 

37

A三つ折れ中留（皮革バンド専用）の使い方 
１）バンドを定革、遊革から抜いて、中留を開きます。 

上箱 

底板 
遊革 

定革 

2）上箱の底板を下に開きます。 

※中留を装着するときは、バンドの剣先（先端）を定・遊革に入れてから、中留をしっかり留めて下さい。 

3）ピンをバンドのアジャスト穴から外し、バンドを左右にスラ
イドさせて適切な長さのところでピンをアジャスト穴にもう
一度入れます。 

ピン アジャスト穴 

4）底板を閉めます。 
  （底板を押し込みすぎないようにしてください。） 
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定革 
遊革 上箱 

プッシュボタン 

１）両方のプッシュボタンを押しながら 
　　バンドを定革・遊革から抜いて、中 
　　留を開きます。 

２）バンドの剣先（先端）を定革・遊革
に入れてから、上箱の上面位置をし
っかり押さえ留めます。 

1 時計の着脱方法 

Bワンプッシュ三つ折れ中留（皮革バンド、メタルバンド）の使い方 

※メタルバンドの場合は、定革がないものがございます。 
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定革 
遊革 上箱 

プッシュボタン 

１）両方のプッシュボタンを押しながら 
　　バンドを定革・遊革から抜いて、中 
　　留を開きます。 

２）もう一度プッシュボタンを押し上箱 
　　を下に開きます。 

2 バンドの長さ調整方法 
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ピン アジャスト穴 

３）ピンをバンドのアジャスト穴から外
し、バンドを左右にスライドさせて
適切な長さのところでピンをアジャ
スト穴に入れます。 

４）プッシュボタンを押しながら上箱を
閉めます。 
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１）プッシュボタンを押しながら中留を
開きます。 

Cレザーバンド用三つ折れ中留の使い方 

プッシュボタン 

アジャスト穴 

ピン 

２）バンドのアジャスト穴をピンから外し、バン
ドを左右にスライドさせて適切な長さのと
ころでピンをアジャスト穴にもう一度入れ
プッシュボタンを押しながら中留をしっか
り抑え留めます。 
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こんなときには 

現象 考えられる原因 
時計が止まっている パワーセーブ機能がはたらき、時計が止まった。 

時計が一時的に進む／遅れる 暑いところ、または、寒いところへ放置した。 

ガラスのくもりが消えない パッキンの劣化などにより時計内部に水分が入った。 

磁気を発生するもののそばに置いた。 

落としたり強くぶつけたりまたは激しいスポーツをした。 
強い振動が加えられた。 

自動時刻復帰機能がはたらいたが、時刻がず
れている。 

パワーセーブ状態が長く、その間の精度が現われた。 

充電した電気エネルギーがなくなった。 

日付が違う。 充電した電気エネルギーが残り少なくなった。 

充電した電気エネルギーが残り少なくなった。 秒針が２秒運針をしている 

時刻合わせが１２時間ずれている カレンダーが、日中に変わる 

１日の携帯時間がやや短いか、腕をほとんど動かさない。 毎日携帯しているが、たびたび２秒運針を見る
ことがある。 

※その他の現象は、お買上げ店にご相談ください。 
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このようにしてください 
時計を約２～３秒間振り続けてください。自動時刻復帰機能がはたらいて時計が動き始めます。 
もし、秒針が２秒運針で動き始めたら、「■２秒運針になったら」Ｐ18を参照して充電してください。 

常温に戻れば元の精度に戻ります。時刻を合わせ直してください。この時計は気温５℃～３５℃で腕につけたときに安定した時
間精度が得られるように調整してあります。 

お買い上げ店にご相談ください。 

磁気を遠ざけると、元の精度に戻ります。時刻を合わせ直してください。 
元に戻らない場合には、お買い上げ店にご相談ください。 
時刻を合わせ直してください。 
元に戻らない場合には、お買い上げ店にご相談ください。 

パワーセーブ中でも通常運針中と同様の精度（±１５秒/月）で時刻を刻んでいます。必要に応じて時刻を合わせ直してください。 

電気エネルギーがなくなった場合、時計を振っても自動時刻復帰機能ははたらかず、秒針が２秒運針で動き始めます。「■２秒
運針になったら」Ｐ18を参照して充電してください。 

電気エネルギーがなくなった場合、秒針が２秒運針で動き始めます。「■２秒運針になったら」Ｐ18を参照して充電してください。
この状態が続いた場合、カレンダーは送りませんので必要に応じてカレンダーを合わせ直してください。 

１２時間以内に止まる可能性がありますので、「■２秒運針になったら」Ｐ18を参照して充電してください。 

１２時間、針を進めて時刻およびカレンダーを合わせ直してください。 

１日の１０時間以上の携帯を目安としてください。「■充電量のめやす」Ｐ19を参照ください。 

ルミブライトについて 

〔お買い上げの時計がルミブライトつきの場合〕 
ルミブライトは、放射能等の有害物質を全く含んでいない、環境・人に安全な畜光
（蓄えた光を放出する）物質です。 
ルミブライトは、太陽光や照明器具の明かりを短時間（10分間：500ルクス以上）
で吸収して蓄え、暗い中で長時間（約3～5時間）光を放つ夜光です。なお、蓄えた
光を発光させていますので、輝度（明るさ）は時間が経つに従ってだんだん弱まっ
てきます。また、光を蓄える際のまわりの明るさや時計との距離、光の吸収度合い
により、光を放つ時間には多少の誤差が生ずることがあります。 
 
〈照度データ〉（目安値） 
①太陽光　　　　　　［晴天］100,000ルクス　　［曇天］10,000ルクス 
②屋内（昼間窓際）　［晴天］3,000ルクス以上　［曇天］1,000～3,000ルクス 
　　　　　　　　　　［雨天］1,000ルクス以下 
③照明（白色蛍光灯40Wの下で）　［1m］1,000ルクス 
　　　　　　　　　　　　　　　　［3m］500ルクス（通常室内レベル） 
　　　　　　　　　　　　　　　　［4m］250ルクス 
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Thank you very much for choosing a SEIKO watch. 
For proper and safe use of your SEIKO watch,  

please read carefully the instructions  
in this booklet before using. 

Keep this manual handy for easy reference.

※Length adjustment service for metallic bands is available at the retailer from 
whom the watch was purchased or SEIKO CUSTOMER SERVICE CENTER 
(listed on the end of a book). The service may also be available on a 
chargeable basis at other retailers, however, some retailers may not 
undertake the service.
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WARNING

Keep the watch and accessories out of the reach of 
babies and children.

WARNING

Immediately stop wearing the watch in following cases. 
○ If the watch body or band becomes edged by corrosion etc.
○ If the pins protrude from the band.

WARNING

※Immediately consult the retailer from whom the watch was purchased or SEIKO CUSTOMER SERVICE CENTER (listed on the end of a book). 

To indicate the risks of serious consequences such as severe injuries 
unless the following safety regulations are strictly observed.  

Care should be taken to prevent a baby or a child accidentally swallowing the  
accessories.  
If a baby or child swallows the accessories, immediately consult a doctor, as it 
will be harmful to the health of the baby or child. 
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注意 

Avoid  the following places for wearing or keeping the watch. 
○ Places where volatile agents (cosmetics such as polish remover, bug repellent, 
　  thinners etc.) are vaporizing 
○ Places where the temperature drops below 5 °C or rises above 35 °C for a long time 
○ Places of high humidity　
○ Places affected by strong magnetism or static electricity
○ Dusty places　○ Places affected by strong vibrations

CAUTIONS

○ 

○ 

Other cautions

CAUTIONS

If you observe any allergic symptoms or skin irritation 
Stop wearing the watch immediately and consult a specialist such as a dermatologist 
or an allergistCAUTIONS

Note that there is a risk of damaging 
your clothes, hand or neck with the 
band, cord or chain of the pocket watch 
or pendant watch.

 
○ 

Do not disassemble or tamper with the watch.

Keep the watch out of the reach of 
babies and children. Extra care should 
be taken to avoid risks of any injury or 
allergic rash or itching that may be 
caused when they touch the watch.

CAUTIONS To indicate the risks of light injuries or material damages unless the 
following safety regulations are strictly observed. 
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